
2024年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
場所:connect　school作業室

実地日程:2023年11月26日　午後

概要:ワークショップ「着物生地で作るリース」

利用者数:スタッフ2名、利用者1名（当日）

＜目的＞
地域連携活動のねらい

県内を拠点に活動されているところと関わりを持つ

地域にとってのメリット

就労支援事業所を知ってもらえる

対象者にとってのメリット

福祉事業所が今後の進路の1つとなる

＜成果＞
実施した結果

ワークショップ開催が業務として増えた。

得られた成果

売上につながった。

課題点

説明時間とＷＳ時間を分けるほうがよかった。

西宮明昭山の会の障がい者登山のハイキングで鈴蘭台から烏原貯水池までのハイキングの後に

ワークショップに参加させて頂きました。障がいを持った方とご家族、ヘルパー、山の会の

サポーターでクリスマスリースの制作を楽しみながらA型事業所の事や日頃の作業説明を興味を持って

聞かせて頂きました。私達のハイキングと違い、有意義な時間を持てたと思います。

家族さんからはこれから息子さんが就労事業所に入る為の勉強をさせて頂いたと言っておられました。

今後NPO障がい者支援団体等にワークショップのアピールや、開催されるイベントに参加されては

いかがですか。

西宮明昭の会

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 担当者名 泉　和利

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 connect　school

住　所 兵庫県神戸市兵庫区雪御所町2番1north301

2810501763

小笠原靖文

2023年度電話番号 078-954-9996

様式１


